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ナトリウム冷却炉において、再生エネルギーとの共存を考慮した効率的なエネルギー供給に係る検討として、日負荷

追従運転を適用した場合の構造健全性評価を実施し、当該運転に対応可能なポテンシャルを有することを確認した。 
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1. 緒言 

ナトリウム冷却炉において、再生エネルギーとの共存を考慮した効率的なエネルギー供給の達成には、日負荷追

従運転が有効である。本研究では、電気出力 60 万 kWe のタンク型ナトリウム冷却炉[1]を対象として、構造健全性の

観点で日負荷追従運転の成立範囲を評価した。 

2. 評価結果 

 ナトリウム冷却炉における日負荷追従運転では、出力変動に伴

うナトリウムの液位及び温度変化が設計成立性の支配因子とな

る。本研究では、図 1 に示す原子炉構造概念のうちホットプールと

コールドプール間に設置され出力変動の熱影響が及ぶプレナム仕

切円筒を対象に、日負荷追従運転時の低出力時の電気出力、出力変

動時間、日負荷追従運転回数等をパラメータとして凡その成立範

囲を評価した。具体的には、日負荷追従運転で生じる温度変動及び

液位変動を入力条件として、商用解析コード ABAQUS を用いた非

定常温度解析及び熱応力解析によりプレナム仕切円筒のクリープ

疲労損傷評価を実施した。評価手法は、文献[2]に記載の手法に対

して合理化を図った手法を用いた。評価の一例として、低出力時の

電気出力 50%、出力変動時間 3 時間、回数を約 17000 回に制限し

た場合に構造健全性評価を満足する見通しが得られた。これによ

り日負荷追従運転に対応可能なポテンシャルを有することを確認

した。 

3. 結言 

ナトリウム冷却炉への日負荷追従運転の適用を想定し、構造健全性の観点から低出力時の電気出力、出力変動

時間、許容回数等の凡その成立範囲を評価し、対応可能なポテンシャルを有することを確認した。本報告は、

経済産業省からの受託事業である「令和 3 年度高速炉に係る共通基盤のための技術開発」の一環として実施

した成果である。 
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図 1 プレナム仕切円筒の構造概念 

ホットプール 

コールドプール 

プレナム仕切円筒 

2F08 2022年秋の大会

 2022年 日本原子力学会 - 2F08 -


